
　

中
洲
の
神
宮
寺
今
橋
地
区
に
、
春
に
は
梅
や
桜
が
、
秋
に
は
紅
葉
や

イ
チ
ョ
ウ
が
楽
し
め
る
、
木
立
に
包
ま
れ
た
一
角
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
、
か
つ
て
諏
訪
上
社
の
大
祝
が
暮
ら
し
た
邸
宅
が
あ
り
ま
す
。　

  

　

御
柱
祭
や
御
頭
祭（
酉
の
祭
）な
ど
古
い
信
仰
の
か
た
ち
を
残
し
て
い

る
諏
訪
大
社
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
今
、
諏
訪
大
社
に
ゆ
か
り
が
あ
る

も
の
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
史
跡「
大
祝
邸（
大
祝
諏
方
家
住
宅
）」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
訪
ね
て
い
た
だ
き
、
歴
史
の
う
つ
ろ
い

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

お
お
ほ
う
り
て
い

お
お
ほ
う
り
て
い

ご
う
ど
の

ご
う
ど
の

あ
ら
ひ
と
が
み

あ
ら
ひ
と
が
み

　

大
祝
と
は
、
五
穀
豊
穣
・
武
勇

の
神
と
し
て
広
く
祀
ら
れ
て
い
た

諏
訪
明
神（
注
1
）の
依
り
代（
神
霊

が
宿
る
対
象
物
）・
現
人
神
（
生
き

神
様
）
と
し
て
諏
訪
社
（
上
社
・
下

社
）の
頂
点
に
位
置
し
た
神
職
で
す

（
注
2
）。
穢
れ
が
な
い
と
い
う
理
由

で
、
多
く
は
幼
童（
8
歳
く
ら
い
の
男

の
子
）が
選
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

　

上
社
大
祝
は
、
古
代
か
ら
中
世

（
平
安
時
代
〜
戦
国
時
代
）
ま
で
は

諏
訪
の
支
配
者
と
し
て
、
絶
大
な

権
力
を
握
り
君
臨
し
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
り
、
政
教
分
離
が

完
全
に
な
さ
れ
、「
藩
主
諏
訪
家
」

が
政
治
を
、「
大
祝
諏
方
家
」が
信
仰

を
司
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
明
治
維
新
で
神
官
の
世
襲

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
大
祝

職
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
人
神
（
生
き
神
様
）
を
祀
る
信

仰
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
存
在
し
続

け
た
諏
訪
社
は
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

大
祝
が
住
む
邸
宅
は
神
聖
で
あ

り「
神
殿
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
世
ま
で
前
宮
の
麓
に
あ
り
ま

し
た
が
、
安
土
・
桃
山
時
代
に
現

在
地
に
居
館
を
構
え
（
注
3
）、
こ

れ
に
伴
い
大
祝
邸
周
辺
に
は
、
宮

田
渡
と
呼
ば
れ
る
集
落（
現
、
今
橋

地
区
）が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
東
に

流
れ
る
旧
宮
川
は
「
堀
」
の
役
目
を

果
た
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

大
祝
邸
は
、
江
戸
時
代
後
期
の

文
政
13
年
（
一
八
三
〇
年
）
に
焼
失

し 

、
天
保
年
間（
一
八
三
〇
〜
四
四

年
）に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
は
、
約
三
千
坪
の
敷
地
に
約
320

坪
の
主
屋
が
建
て
ら
れ
、
2
棟
の

土
蔵
、
別
荘
、
女
性
が
出
産
時
な

ど
に
籠
る
「
た
や
部
屋
」
な
ど
の
別

棟
も
備
え
る
広
大
な
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
・
大
正
時
代
を
経

て
昭
和
初
期
に
は
、
敷
地
と
と
も

に
主
屋
も
約
80
坪
に
縮
小
さ
れ
、

元
来
居
室
と
し
て
使
用
し
て
い
た

棟
に
玄
関
を
取
り
付
け
た
形
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
主
屋
は
さ
ら

に
縮
小
し
約
43
坪
と
な
っ
て
い
ま

す（
北
側
の
一
部
に
、
天
保
年
間
の

姿
を
保
ち
残
さ
れ
て
い
ま
す
）。

（
注
1
）諏
訪
明
神
は
神
体
が
な
く
、
大

祝
を
も
っ
て
神
体
と
な
す
、
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

（
注
2
）上
社
・
下
社
そ
れ
ぞ
れ
に
大
祝

が
い
ま
し
た
。
上
社
大
祝
は
近
世（
江
戸

時
代
）ま
で
世
襲
さ
れ「
諏
方
氏
」を
、
下

社
大
祝
は「
金
刺
氏
」を
名
乗
り
ま
し
た
。

（
注
3
）現
在
の
場
所
に
移
動
し
た
時
期

や
理
由
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

大
祝
と
は

   

諏
訪
明
神
の
現
人
神

大
祝
邸
と
は
、
大
祝
が

  

住
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だ
神
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邸
宅
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か
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し
ゃ

け
が

礎石
庭のあちらこちらに、
縁束を建てた礎石が
残っています。かつ
ての住宅の規模を示
す貴重な文化財です。

そ  せき

大祝の姿（大祝諏方氏）
（江戸時代の御柱絵巻より）

おんばしら え   まき

おおほうりす   わ   し

やまばといろ

えん づか

八角級笠
江戸時代の御柱絵巻
（本頁左上）に描かれ
ている大祝がかぶっ
た笠が残されていま
す。（大祝諏方家資料）

はっかくしながさ

大
祝
が
住
ん
だ
神
殿「
大
祝
邸
」

大
祝
が
住
ん
だ
神
殿「
大
祝
邸
」

かじの は  もん

山鳩色の装束（市博物館蔵）　 ▼

　着ることで、諏訪明神が宿ると考
えられ、大祝即位の際に着用された。
神紋の穀葉紋が用いられている。

イチョウ
土蔵

居宅

皇大神宮ほか

春日神社
（中部屋社）

駐車場 表
門

砂
利
道

徴古館

諏訪徴古会碑
（平成7年建立）

敷地内配置図

諏方霞朝頌徳句碑
（昭和12年建立）

遊歩道

諏訪
大社
上社

中洲
小学校

諏訪南
中学校

どんどん橋どんどん橋
大祝邸

至諏訪IC

土蔵
牛鼻には諏方家の家紋で
ある穀葉紋があります。
漆喰塗の戸などからも、
格式の高さがわかります。

春日神社（中部屋社）
古くは中部屋社と呼ばれ、も
とは前宮の麓にあった大祝の
居館内にあり、居館がこの場
所に移ったことに伴い移転し
たと考えられています。春日
社の神を祭神としています。

徴古館
大祝家資料を中心に保管・展示を
する施設として昭和12年に建設
された建物です。

遊歩道

主屋を囲む塀
塀の基礎塀の基礎

大
祝
邸
を
整
備
し
ま
し
た

じ
ん
ち
ょ
う
か
ん

れ
ん  

め
ん

ちょう こ かん

なか べ  や しゃかす  が

こうたいじんぐう

か ちょうしょうとく  く    ひ

うし はな

かじの  は  もん

しっ  くい  ぬり

むな もん

ひかえばしら くぐ            もん そで   べい

なぜ塀のコンクリート基礎を地面に埋めないの？なぜ塀のコンクリート基礎を地面に埋めないの？

　昔の人々が生活した痕跡（遺構）が残る土地を「遺跡」と
いいます。遺跡は長い年月をかけて、自然に堆積する土
や土地の造成などにより地下に埋もれています（この大
祝邸にも大きな邸宅があった痕跡が地下に眠っていま
す）。コンクリート基礎を埋めるとなると、土を掘り返
す工事が必要になり、遺跡を壊すおそれがあります。以
上の理由で地面に埋めていません。遺跡を守ることは、
現在に生きる私たちが、“ここに確かに人々が暮らしてい
た”という証を、後世の人に残していくことなのです。

あかし

たい  せき

こん  せき       い    こう い   せき

表門
棟門と呼ばれる形で、江戸
時代後期（天保期）の建物で
す。かつては敷地の西縁に
ありましたが、30ｍほど後
退して現在地にあります。
控柱の基礎や潜り門、袖塀
に近年の改修が見られます。

おもてもん

牛鼻牛鼻

神宮寺
公民館
神宮寺
公民館

八角神殿(復元)
大祝の即位式のために作
られた（博物館で展示中）

はっかく しん でん

　

多
く
の
人
が
大
祝
邸
を
訪
ね
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
平
成
21
年

度
か
ら
22
年
度
に
か
け
て
整
備
を

進
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
主
屋

を
囲
む
塀
・
庭
を
歩
け
る
遊
歩
道
・

駐
車
場
の
整
備
、
案
内
表
示
の
設

置
、
誘
導
標
識
、
説
明
板
、
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
東
日
本
鉄
道
文

化
財
団
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
出
資
）
が

地
域
文
化
振
興
の
た
め
に
設
け
た

「
地
方
文
化
事
業
支
援
」
の
助
成
金

を
活
用
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広

く
紹
介
す
る
た
め
に
見
学
会
を
開

く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

             　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　

市
博
物
館
2
階
の
常
設
展
示
室

に
は
、
天
保
年
間
の
平
面
図
を
も

と
に
作
っ
た
「
大
祝
邸
の
立
体
模

型
」(

裏
表
紙
に
写
真)

が
常
設
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
1
階
ホ
ー
ル
に
は
、
大

祝
の
職
に
就
く
「
即
位
式
」
の
た
め

に
作
ら
れ
た
八
角
神
殿
を
、
当
時

の
古
文
書
の
図
面
か
ら
復

元
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
八
角
神
殿
の
中
で

上
社
の
筆
頭
神
官
で
あ
る

神
長
官（
注
4
）と
大
祝
が

二
人
き
り
で
籠
り
秘
儀
が

授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
祝
家
に
残
さ
れ
た
資

料
は
、
当
時
使
用
し
た
道

具
や
衣
装
、
書
き
残
し
た
日
記
、

幕
府
の
役
人
か
ら
受
け
取
っ
た
手

紙
な
ど
数
千
点
に
の
ぼ
り
、
市
博

物
館
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

（
注
4
）大
祝
に
仕
え
る
神

官
は
5
人
お
り
、
五
官
祝

と
い
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
官
祝
は
、
位
順
に
神

長
官
、
祢
宜
太
夫
、
権
祝
、

擬
祝
、
副
祝
が
い
ま
し
た
。

　

諏
訪
市
で
は
、
連
綿
と
継
が
れ

た
大
祝
家
の
当
主
が
平
成
14
年
に

亡
く
な
っ
た
際
に
、
文
化
財
を
保

存
、
活
用
す
る
た
め
に
基
金
を
設

け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
基
金
は
、

県
下
で
は
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

〝
諏
訪
市
な
ら
で
は
の
文
化
財
保

存
モ
デ
ル
〞
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
人
は
、
基
金
へ
の
積
立
に
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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市
博
物
館
で
保
管
さ
れ

て
い
る
大
祝
家
の
資
料

諏
訪
市
文
化
財
保
存
基
金

は
っ
か
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し
ん 

で
ん

ご 

か
ん
の
ほ
う
り
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だ  

ゆ
う

ぎ
ぼ
う
り

そ
え
の
ほ
う
り

く
ら
い

ご
ん
の
ほ
う
り

中央道中央道

大祝邸の所在地
見学時は禁煙。柵の内側を
散策したい場合は、事前に
文化財係へご連絡ください。

博物館博物館

主屋北側
現在も天保年間の姿をとどめています。

主屋
　江戸時代後期の天保期（1830 ～44
年）に建てられた広大な建 物が縮小を
繰り返し、現在まで残されています。
南側は新しい材料で増築されていま
すが、北側は江戸時代のままの姿を
残しています（下写真参照）。

おも や

イチョウ（市天然記念物）
推定樹齢200年で、雌木では市内最
大のものです。“仏法紹隆寺の雄木の
イチョウ（市天然記念物）と夫婦”との
伝説があります。

ぶっぽうしょうりゅうじ

このページのお問い合わせは、諏訪上社大祝諏方家史跡整備保存会事務局       （生涯学習課文化財係内）☎（0266）52－4141（内線582）
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